


各部の名称

PHD-51Q ／PHD-61Q は･･･★

製品仕様
PHD-51Q PHD-61Q

お手入れについて
●ご使用後は湿った布で汚れを拭きとった後に、乾いた布でよく拭
　 いて保管して下さい。特に海岸および山岳地帯でのご使用後は、
　 そのままの状態で放置すると、潮や砂・泥等により錆びや故障の
　 原因となりますので、必ず上記のお手入れをして下さい。
●清掃の際はシンナー等の薬品は使わないで下さい。

アフターサービス
●修理または部品を紛失した場合は、販売店か弊社サービスセン
　 ターへ直接お問い合わせください。本製品の性能部品は、製造
　 打ち切り後５年を目安に保有しておリます。
   　 ※この期間後であっても修理可能な場合もあります。

ベルボン　お客様ご相談センター

カメラ台

高　　 さ

底 面 径

質　　 量

三脚取付ネジ穴

最大積載カメラ質量

約77×39mm

約120mm

約43mm

約670g

約77×39mm

約133mm

約53mm

約820g

4kg 5kg

UNC1/4、3/8両対応

ボディにはアルミの２／３、鉄の１／４以下と
いう軽さをもつマグネシウムを使用。便利なク
イックシューと水平・垂直方向に対応する水準
器を装備し、さらにカメラを左右どちらにも傾
けることができる｢左右両サイドティルト機能｣
をもつ、軽量・高性能・高品質な新雲台です。

シュー固定レバーを最後までおこすとクイックシューが
浮き上がるので、上図矢印方向へスライドさせながら本
体からはずします。

カメラのネジ穴とカメラネジを確実に合わせ、クイック
シュー裏面に付いているネジ回しでしっかりとしめ付け
ます（ネジ回しを無くしてしまった場合は、コイン等で
代用してください）。

雲台の使い方①背当てについて

シュー固定レバーを開放位置にした状態で、クイックシ
ューをレバー側から斜めに滑らせるように取り付け、下
に押し付けるとレバーが戻り半自動固定されます。後は
手動でレバーを最後まで押し込んでください。

雲台の使い方②

三脚への取り付け 三脚取り付けネジ穴

雲台の三脚取付ネジ穴は、ご購入時はUNC1/4インチ用と
なっています。UNC3/8インチの三脚に取り付ける場合は、
付属のネジ回しでMFスクリューを交換してください。
※ＭＦスクリューはゆるみ止め処理(青色)がされています。
　 交換時にゆるめる際は固めになっています。

クイックシューには背当てが付いています。背当てをお
こすと、カメラ縦位置時のレンズの重さによる前倒れを
防ぐことができます。背当てはカメラネジ位置を移動さ
せて、カメラの背面にうまく合わせてください。
※カメラの形状によっては機能しないことがあります。

背当て

ＭＦスクリュー

UNC1/4UNC3/8

※ネジ回しはサイズに
　よって下図のように
　お使いください。

カメラの取り付け方① カメラの取り付け方② カメラの取り付け方③

カメラの取り付けの際は、必ずカメラをしっかりと保持しながら行ってください。またクイックシューがベースからはみ出したりせず、動かずに確実に固定されている
ことを確認してください。なお、クイックシュー取付時にシュー固定レバーは勢い良く戻ります(半自動固定)。危険ですので手や顔を近づけないで下さい。

※製品改良のため予告なしに仕様・デザイン・諸元などを変更することがありますのでご了承ください。

このたびはベルボン製品をお求めいただきまして、まことにありがとうございました。
ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みの上、正しくお使いください。
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ネジ回し

三脚への取り付けは、各ハンドル棒とストッパーを確実
にしめてから行なってください。三脚取付ネジ穴を合わ
せて、雲台全体を上図矢印方向にゆっくりと回し、しっ
かり固定します。

水平に回しながら
取り付けます。

同梱されている各ハンドル棒を、雲台の各々の穴に時計
方向へねじ込み取り付けます。サイドティルトハンドル
とパンストッパーは逆側に取り付けることも可能です。
※サイドティルトハンドルとパンストッパーは同じ側面に取り
付けてください。それぞれ違う側面に取り付けると、カメラを
縦位置にしながら上方に向けることはできません。

パンハンドルを反時計方向に回しゆるめると、カメラの
上下方向が変えられます。サイドティルトハンドルをゆ
るめると、カメラの傾きが変えられます。パンストッパ
ーをゆるめると、カメラを水平方向へ回転させることが
できます。フレームが決まった位置で各ハンドル棒とス
トッパーを確実にしめ、シャッターをきります。
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②浮いたクイックシュー
　 を外します。

①レバーを最後まで
　 おこします。

シュー固定レバー

シュー固定レバー
　  （開放位置）

 ※取付時は勢いよ
　  く戻りますので、
　  ご注意ください。

ベース

※記載の数値は平均的な値です。製品は組み合わせ部品で構成されて
　おりますので、記載数値と若干異なる場合があります。


